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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、企業収益の改善を背景に設備投資は底堅く推移しておりますが、個

人消費は雇用所得環境の着実な改善はあるものの可処分所得の伸び悩みなどにより回復に力強さを欠き、景気は依

然として足踏み状態となっております。一方、世界経済は、先進国を中心に緩やかな回復傾向にありますが、新興

国では減速基調が続いており、今後、英国のＥＵ離脱問題、米国大統領選挙をはじめとする不透明な海外情勢もあ

り、景気の先行きは予断を許さない状況にあります。
 

 このような環境の中、産業機器分野向けシール製品は、船舶向けが順調に推移したことに加え、精密機械装置向

け製品も堅調で、売上高は前年同期を上回りました。また、電子機器関連事業の半導体・液晶製造装置関連業界向

けピラフロン製品も半導体製造装置市場が引き続き活況であり、建築業界向け免震関連製品も堅調であったことか

ら、売上高は前年同期比増加しました。
 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高59億50百万円（前年同期比5.0％

増）、営業利益９億51百万円（前年同期比0.1％増）、経常利益８億94百万円（前年同期比12.0％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益３億77百万円（前年同期比35.8％減）となりました。
 

 連結売上高をセグメント別に見ますと、産業機器関連事業は24億93百万円（前年同期比2.7％増）、電子機器関

連事業は34億31百万円（前年同期比6.6％増）、その他部門（不動産賃貸等）は24百万円（前年同期比12.2％増）

となりました。

 また、営業利益のセグメント別につきましては、産業機器関連事業は３億85百万円（前年同期比0.8％減）、電

子機器関連事業は５億67百万円（前年同期比0.2％増）、その他部門（不動産賃貸等）は10百万円（前年同期比

44.0％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金、電子記録債権並びに有形固定資産の増加等により前期

末比25億92百万円増の447億56百万円となりました。また、有利子負債（リース債務は除く）は、前期末比20億33

百万円増の25億72百万円となりました。純資産は、その他有価証券評価差額金及び為替換算調整勘定の減少等によ

り前期末比１億96百万円減の337億８百万円となり、自己資本比率は75.3％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想は、平成28年７月25日に公表いたしました第２四半期及び通期の業績予想のとおりであります。

 詳細につきましては、平成28年７月25日公表の「特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,451 13,638 

受取手形及び売掛金 8,329 7,876 

電子記録債権 1,830 2,964 

商品及び製品 600 575 

仕掛品 1,034 1,016 

原材料及び貯蔵品 540 626 

その他 495 526 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 25,279 27,222 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,857 6,642 

機械装置及び運搬具（純額） 1,184 1,147 

土地 4,646 4,625 

その他（純額） 2,212 2,127 

有形固定資産合計 13,901 14,543 

無形固定資産 94 86 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,521 2,538 

その他 386 384 

貸倒引当金 △18 △18 

投資その他の資産合計 2,889 2,904 

固定資産合計 16,884 17,534 

資産合計 42,164 44,756 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,185 3,529 

短期借入金 352 759 

未払法人税等 790 153 

賞与引当金 649 312 

災害損失引当金 － 268 

その他 1,289 2,416 

流動負債合計 6,267 7,440 

固定負債    

長期借入金 187 1,813 

退職給付に係る負債 1,493 1,516 

資産除去債務 58 58 

その他 251 219 

固定負債合計 1,991 3,607 

負債合計 8,259 11,048 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,966 4,966 

資本剰余金 5,190 5,190 

利益剰余金 23,053 22,990 

自己株式 △464 △464 

株主資本合計 32,745 32,682 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 948 882 

為替換算調整勘定 357 280 

退職給付に係る調整累計額 △145 △137 

その他の包括利益累計額合計 1,159 1,025 

純資産合計 33,905 33,708 

負債純資産合計 42,164 44,756 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 5,668 5,950 

売上原価 3,698 3,894 

売上総利益 1,970 2,055 

販売費及び一般管理費 1,019 1,103 

営業利益 950 951 

営業外収益    

受取配当金 41 35 

為替差益 14 － 

その他 11 8 

営業外収益合計 68 43 

営業外費用    

支払利息 2 1 

為替差損 － 89 

その他 0 9 

営業外費用合計 3 101 

経常利益 1,015 894 

特別損失    

減損損失 105 21 

災害による損失 － 325 

特別損失合計 105 347 

税金等調整前四半期純利益 910 547 

法人税、住民税及び事業税 213 128 

法人税等調整額 109 41 

法人税等合計 322 169 

四半期純利益 587 377 

親会社株主に帰属する四半期純利益 587 377 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 587 377 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 35 △65 

為替換算調整勘定 △32 △76 

退職給付に係る調整額 1 8 

その他の包括利益合計 4 △134 

四半期包括利益 592 243 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 592 243 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
2,428 3,217 5,646 22 5,668 － 5,668 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

640 625 1,265 4 1,269 △1,269 － 

計 3,069 3,842 6,912 26 6,938 △1,269 5,668 

セグメント利益 388 566 955 7 962 △12 950 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を
含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去０百万円及び棚卸資産の調整額
△12百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
 各報告セグメントに配分していない全社資産において、遊休資産に区分される土地の減損損失を
特別損失として計上しております。なお、減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間におい
ては105百万円であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
2,493 3,431 5,925 24 5,950 － 5,950 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

676 695 1,371 4 1,375 △1,375 － 

計 3,169 4,127 7,297 28 7,326 △1,375 5,950 

セグメント利益 385 567 953 10 963 △12 951 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を
含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去１百万円及び棚卸資産の調整額
△13百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 各報告セグメントに配分していない全社資産において、遊休資産に区分される土地の減損損失を

特別損失として計上しております。なお、減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間におい

ては21百万円であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る

減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微でありま

す。 
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